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　戦後に限らず近代以降、「武道」の復活と振興のキーワードは「伝統」であったように思う。「日

本文化には伝統がある」、「伝統はすばらしきものである」、「伝統文化こそ日本人のふるさとであ

り、心の原点である」。だからこそ、「伝統を守り、次代に伝える責務がある」など、郷愁をもって

訴える言説に支えられて武道は存続してきた感がある。	
 	
 

　では、「そのように訴える人は、はたして本当に伝統を承け継いでいるのか？」、「伝えようとし

ている伝統を、そのまま次代の人々に承け渡してよいものであろうか？」、「そもそも、伝統とは何

なのか？」、これらの問いについて、剣道専門分科会の皆さんと共に考えてみたいと思う。


